






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































あっという間に 30 例ぐらい集まったんです。そして、「知覚研究室 DOPS」っていうのを立ち上






























































くて GNE になっていく時代じゃないか。GDP はもちろんどれだけ物を作ったかということです。





































































































































































編－』という電子書籍に載せることにしました。そのような経緯があり 2011 年の 7 月に『ティー
















































































































































































































言うとこの仕事を猛スピードでやったのはこの 1、2 年なんですけれども。足掛けますと 5 年近
くの活動の総大成になります。今はこの『マップ百話』なんですけれども、最終的には 300 話こ
れが集まった。もちろん 300 話の情報はこんなちっちゃい地図じゃ全然入らないので、これの 8
倍ぐらいの紙にマップにして表面は地図で裏面はどの本に載っているかという出典一覧を集め、
2017 年 6 月に出版、本屋さんで地図なんですけれども販売予定です。同時に豊橋の小中高校に
全てに寄贈し、田原の学校にも寄贈させていただくという活動もしています。多分とっても内容


























































年で、丁度 2010 年で 100 年目なんです。お示しした資料はちょっと見えにくいかと思うんですが、
「遠野物語 100 周年」ということで東北の色んな出版社が柳田関係、こういう怪談関係で遠野物
語にちなんだ色んな作品を本にして出したりするという、そういうことが行われました。これは




























































































































































































































































































































































すけれども、1 回目が田原図書館、2 回目が綜合郷土研究所の今日の会、3 回目はということで
皆さんのご期待のお声をいただきましたらそうしたことも実現できるのかなと思いますので、ま
た次の場所でお会いできることを楽しみにしつつ今日はこの辺りで終了とさせていただきたいと
思います。登壇者の皆様、ご来場の皆様、どうもありがとうございました。
【閉会あいさつ】
司会（近藤）：どうも皆様、本日はご来場いただき、また長い時間お付き合いいただき、ありが
とうございます。こんな（赤ちゃんを抱っこした）格好で失礼致します。私の娘を迎えに中座し
ている間にパソコンが落ちたりしたみたいです。すみませんでした。シンポジウムのほうはこれ
で終了ということになりますが、最後に閉会の挨拶を綜合郷土研究所所長の神谷智よりさせてい
ただきます。
神谷：今日はどうも遅くまでありがとうございました。私は郷土研の所長をやってちょうど 3 年
が終わるところなんですけども、今まで文学関係の企画をあまりできなかったです。たまたま近
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2016 年度シンポジウム「怪談・民話を地域資源として受け継ぐ」 （39）
藤さんがこういう案を提供して、怪談にまつわる方々にご参加いただいて、改めてお礼申し上げ
ます。小泉八雲怪談のことを興味持って参加された方も多々みえるかと思いますけども、今回の
シンポジウムはそれを含めてそういう資源をどうやって活用して地域おこしを達成するかという
ことで社会学的な要素もあったかと思います。ちょっとその辺、期待が外れた方も見えるかもし
れませんけども、東先生の中でも色んな怪談の情報もいっぱいあったのでそれをまた参考に今後
も色々興味を持って怪談、民話の話を考えて下さればいいかなと思っています。会場は古い建物
でエレベータもない。ご不便をかけて申し訳ないんですが、空調のほうも古くて上のほうと下の
ほうと気温が違う。なかなかご不満な方もあるかと思いますけど、その辺も古い建物ということ
でご勘弁いただきたいと思います。郷土研としてはこういう文学、民俗、社会学、その他にも地
理や歴史等も考えていきますので、またこれを機会にこれからも郷土研のシンポジウムや講演会
にご参加いただけたらと思います。今日はどうもありがとうございました。最後にアンケートを
配っております。受付のほうで回収しますのでご協力のほうよろしくお願いします。本当に今日
はどうもありがとうございました。
近藤：ありがとうございました。それでは壇上のパネリストの方に今一度大きな拍手をお願い致
します。ありがとうございました。これにてシンポジウムを終了させていただきます。お気をつ
けてお帰りいただければと思います。

